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神戸大学附属図書館震災文庫の 
デジタルギャラリー

守本　瞬
1．「震災文庫」の概要
　神戸大学附属図書館に設置された「震災文
庫」は、1995（平成7）年1月17日に起こっ
た兵庫県南部地震による阪神・淡路大震災を
機に、被災地にある神戸大学の責務として、

震災関連資料を収集するために発足した文庫
である。
　「震災関連資料を網羅的にみられる場所は
ないか」という問い合わせをきっかけに、
1995年5月に資料収集を開始、10月31日に
一般公開した。その時点の資料数は1,034点
であった。2023年4月現在の資料数（メタデー
タ数）は約58,000件★1、うちデジタルデータ
の公開数は約13,000件である。

　震災文庫は、発足当初から以下の3つの点
を軸に活動を行ってきた。この方針は現在も
続いている。
① 網羅的な収集

図書・雑誌を中心に開始した収集活動であ
るが、震災の状況を伝えていくにはこれらだ
けでは足りないということに気づき、早い段
階で網羅的な収集に方針転換した。手書き資
料、パンフレット、チラシ、ポスター、張り
紙、記者発表、音声・音楽、写真資料、映像
資料等も収集対象としている。
② 一般公開

資料は集めて終わりではなく、利用しても
らう必要がある。そのため、当時の国立大学
としては珍しく、一般利用者にも文庫を公開
した。公開当時は一般の閲覧者で文庫内はあ
ふれかえったという。国立大学で初めて図書
館を一般利用者に開放したのは神戸大学の震
災文庫である、という説もある。
③ インターネットの利用

収集した資料についての問い合わせも多
かった。当時普及し始めたインターネットを
利用して広報することを決定し、ウェブサイ
トを構築、資料リストの公開（月2回更新）
を始めた。さらに、資料そのものを電子化す
ることになるが、こちらについては後述する。

2．「震災文庫」デジタルギャラリー
　震災文庫の資料は保存を優先しており、貸
出を行わないため、内容を確認するためには
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文庫まで足を運ぶ必要がある。また、手書き
資料などは原資料にタイトルにあたる部分が
ないものも多く、メタデータだけでは資料の
内容が把握しづらい。現物を見たら想定と異
なっていて使えなかった、という事例も散見
された。そのこともあって、利用者が内容を
確認できる方策として、資料の電子化公開を
検討することになった。
　電子化にあたっては著作権の許諾が必要と
なることから、図書・雑誌を除いた受入済み
の資料について、著作権者に対して許諾を得
る処理を1998年に開始した。許諾を得られ
た資料は担当係で電子化し、公開した。
　許諾処理にあたっては、著作者別に「所蔵
資料のリスト」、「電子化許諾の有無」、「二次
利用に際しての問い合わせ要不要」の回答欄
をつけた表を作成し、郵送で照会した。
　現在でも、新たに受け入れる資料について、
電子化公開ができそうなものについては、同
様の問い合わせをメールや問い合わせフォー
ムなどから行っている。

震災資料については、地図から検索できな
いかとの要望もあった。そこで、震災文庫の
メタデータに位置情報を入れる項目を作成
し、この情報を使ってマップからの検索を可
能にした。位置情報については自動登録が難

しいため、動画・画像のデータから一件ずつ
手入力で付与しているところである。

3．「震災文庫」の課題
　デジタル資料に限らず、震災文庫の資料に
ついては、”現代”の資料であること、公開
を目的として作成されていない資料があるこ
と、などにより、整理・公開にあたって以下
の課題がある。

① 著作権と肖像権
震災資料の電子化公開にあたっては著作権

の処理が必須である。著作者に直接照会して
いることは前述したが、確認作業等は受入時
に同時に解決しておくことを念頭においてい
る。
　映像・画像資料は、肖像権についても配慮
する必要がある。サンテレビジョンの取材映
像を資料として受け入れる際には、肖像権ガ
イドライン★2を基に、教員・サンテレビ担当
者とともに映像を一つ一つチェックし、公開
可能と判断したもののみ一般公開している。

② タイトルをどうするか。
メタデータのタイトルをどう付与するか、

も課題である。固有のタイトルがある場合や、
作成者がタイトルを付けていた場合はそれで

震災文庫デジタルギャラリーのトップページ
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よい。しかし、写真や動画、手書きメモなど、
固有のタイトルが付けられていない資料は、
どうすればよいか。利用者に探されやすくす
る（=利用してもらう）にはどのようなタイ
トルを入力しておくとよいかが課題である。
特に動画は、わかりやすいタイトルをつける
のが難しく感じている。

③ 英訳（外国語訳）をどうするか
より広く利用してもらうために、タイトル

だけでも英訳できないかを検討中である。写
真や動画は言葉が分からなくても利用しても
らえるのではないかと考えている。
　翻訳については、誰が訳すのか、資料タイ
トルをそのまま訳すだけでよいのか、という
点が課題になっている。この点は「タイトル
をどうするか」とも通じるところである。
　また、現代の資料であることから、翻訳権
についても考慮する必要がある。

④ 資料収集をどうするか
現在も資料を集めているが、網羅的に収集

する困難さを感じている。出版情報だけで把
握できないチラシやパンフレットなどは、職
員が日ごろから注意して見つけることに頼っ
ている部分がある。
　過去のやり取りでつながりのある団体から

は定期的に会報等が送られてきているので、
そういったつながりは現代資料を収集する際
には重要ではないかと考えている。

震災文庫関連年表

1995.01.17 阪神・淡路大震災発生

1995.05 資料収集を開始

1995.06 「『阪神・淡路大震災に関する文献・
資料』の収集及び提供について」
を策定

1995.07.06 「収書速報」をインターネット上
に公開開始

1995.10.30 震災文庫を公開、「震災文庫ホー
ムページ」を開設

1998.08 チラシ等の電子化のため著作権処
理を開始

1999.07 神戸大学附属図書館で電子図書館
システムを運用開始
震災文庫の電子化資料を公開

2013.03 「国立国会図書館東日本大震災
アーカイブ」（愛称：ひなぎく）
と連携

2021.01 サンテレビジョンの映像資料の公
開開始

【注】
1 : 一つのメタデータは一つの物理媒体に対
応している。一冊のファイルホルダーに新聞

マップからの検索
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記事がまとめて収納されている場合は、メタ
データ上は一つのデータとなっている。その
ため、実際の”資料数”はもっと多い。
2. データアーカイブ学会, “肖像権ガイドラ
イン”,
https://hoseido.digitalarchivejapan.org/
shozoken/ 、 （参照2024.4.3）
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